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第５回産学官連携サミット
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第５回産学官連携サミット

ⅠⅠ 科学技術創造立国に向けての改革科学技術創造立国に向けての改革
－－科学技術基本法と第科学技術基本法と第11期・期・第第22期科学技術基本計画－期科学技術基本計画－

ⅡⅡ 産学官連携産学官連携の進展の進展

ⅢⅢ 第３期科学技術基本計画は何を目指す第３期科学技術基本計画は何を目指す
のかのか
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第５回産学官連携サミット

基本法以前

１９９５年（平成７年） 科学技術基本法の制定

１９９６年～２０００年 第１期科学技術基本計画

・５カ年 １７兆円（実績１７．６兆円）

２００１年（平成１３年） 省庁再編成－総合科学技術会議発足

《 総合科学技術会議の使命 》
・総理のリーダーシップの下、科学技術政策推進の司令塔
・各省間の縦割りを排し、先見性と機動性を持った運営
・世界に開かれた視点、人文社会科学とも融合した「知恵の場」
・科学技術の両面性に配慮、科学技術に関する倫理の確立

２００１年～２００５年 第２期科学技術基本計画

・５カ年 ２４兆円（実績見込み約２１兆円）

・「重点化」と「システム改革」

科学技術政策の沿革



第５回産学官連携サミット

第１期基本計画（平成８年度～１２年度）

ポイント

総額規模は１７兆円

・任期制の導入等、研究者の流動性を

高め、研究開発活動を活性化

・ポスドク１万人計画の実現

・産学官交流の活発化

・厳正な評価の実施

新たな研究開発システムの構築のた
めの制度改革の推進

政府研究開発投資の拡充

第１期基本計画の成果と課題

・人材流動性の向上は不十分

・国立大学施設の改善進まず

成果

課題

・厳しい財政下、総額１７．６兆円の

科学技術関係予算を確保

・競争的資金倍増

・ポスドク１万人実現

・共同研究の増加

・研究開発評価を本格導入

科学技術基本法制定（平成７年）

第１期科学技術基本計画のポイントと成果・課題
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第５回産学官連携サミット

第２期科学技術基本計画のポイント

５カ年で政府研究開発投資の総額規模は２４兆円
（計画期間中の対ＧＤＰ比率１％、ＧＤＰ名目成長率３．５％を前提）

５０年間でノーベル賞受賞者３０人程度（欧州主要国並み）

知の創造と活用により世界に

貢献できる国

目指すべき国の姿（理念）目指すべき国の姿目指すべき国の姿（理念）（理念）

国際競争力があり持続的発展が

できる国

新しい知の創造

知による活力の創出

知による豊かな

社会の創生

政策の柱政策の柱政策の柱

科学技術投資の科学技術投資の戦略的重点化戦略的重点化

科学技術システムの改革科学技術システムの改革

ライフサイエンス、情報通信、環境、
ナノテクノロジー・材料

安心・安全で質の高い生活の

できる国

政府における科学技術関係投資の拡大政府における科学技術関係投資の拡大

・基礎研究の推進

・「重点４分野」
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第2期基本計画（平成13年度～17年度）



第５回産学官連携サミット

●研究水準は着実に向上、世界をリードする研究成果が出現
◆ 科学技術投資は、成果の結実までに多年度を要するが、公的支援により、我が国独自の研究成果

が大きく育ち、新たに数千億円以上の市場を形成しつつあるものもあり

◆ ５年前と比較して、多くの分野で、対米・対ＥＵの研究開発水準が向上

◆ 米国に次ぎ、世界第２位の論文発表数
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改革の成果（第1,2期計画により、科学技術創造立国の基礎固め）

●大学・研究機関の改革や産学官連
携が進展

◆ 国立大学や国立試験研究機関等の法人化

◆ 産学共同研究実施件数及び大学発

ベンチャー企業数が増加
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●欧米のみならず、中国、韓国も含めた「知の大競争」が激化

例：ＥＵ､中国では優秀な自国研究者の本国への呼び戻し政策を開始

●環境と経済の両立、エネルギー等の地球規模の課題克服などが急務

欧州

ＥＵの拡大
中国・韓国
日本を急追

米国

圧倒的な競争力

ＢＲＩＣｓ

急速な経済成長

「２０１０年代には、世界経済の成長の牽引役が先進国からＢＲＩＣｓに移る」

（米Goldman Sachsレポートより）

新たな課題（世界各国は優れた頭脳を巡り激しく競争）

(%)
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出典：科学技術政策研究所（平成１７年） (年)

学術論文シェアの推移学術論文シェアの推移学術論文シェアの推移
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第５回産学官連携サミット

ⅠⅠ 科学技術創造立国に向けての改革科学技術創造立国に向けての改革
－－科学技術基本法と第１期・科学技術基本法と第１期・第第22期科学技術基本計画－期科学技術基本計画－

ⅡⅡ 産学官連携産学官連携の進展の進展

ⅢⅢ 第３期科学技術基本計画は何を目指す第３期科学技術基本計画は何を目指す
のかのか
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第５回産学官連携サミット

○関係法など制度的整備

・ＴＬＯ法（Ｈ１０・大学等技術移転促進法）制定

・日本版バイドール法（Ｈ１１・産業活力再生特別措置法）

・産業技術力強化法（Ｈ１２）

・知的クラスター、産業クラスター整備

・知的財産基本法（Ｈ１４）

・大学知的財産本部整備（Ｈ１５）

・国立大学の法人化（Ｈ１６）

産学官連携の進展（産学官連携の進展（１１））
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第５回産学官連携サミット

○産学官連携組織の充実
・大学知的財産本部等の整備 142大学 (H16年度)
・技術移転機関(TLO)の設立 41機関 (H17.9)
・産学官連携推進本部の設置 ６大学 (H17年度)

○国立大学の法人化(H16.4)
・研究成果の利用促進を業務として位置づけ
・TLOへの出資が可能に
・非公務員型

産学官連携の進展（産学官連携の進展（２２））
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第５回産学官連携サミット

15,236件

（1.11倍）

6,240件

（1.08倍）

1,169件

（1.14倍）

7,827件

（1.12倍）

受託研究

（前年比）

10,728件

（1.16倍）

938件

（1.10倍）

412件

（1.08倍）

9,378件

（1.17倍）

共同研究

（前年比）
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国立大学（金額）

私立大学（金額）

公立大学（金額）

国公私立大学における共同研究実績の推移

文部科学省 調べ

産学官連携の進展（産学官連携の進展（３３））
16年度国公私立大学における共同研究・受託研究実績
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第５回産学官連携サミット

（特許出願件数）

承認TLOの特許出願件数及び
ロイヤリティ収入の推移

承認TLOの特許出願件数及び
ロイヤリティ収入の推移

（千円）
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国内出願件数（左軸） 外国出願件数（左軸） ロイヤリティ等収入額※（右軸）

10.3億ドル29億円ライセンス収入

3,855件626件ライセンス件数

7,203件1,226件特許出願件数

165機関41機関TLO数

米 国日 本

注1：日本のTLO数は2005年９月現在
注2：日本の特許出願件数、ライセンス件数、ライセンス収入は平
成16年度（単年度）実績（経済産業省調べ）
注3：米国のTLO数、特許出願件数、ライセンス件数、ライセンス収
入は2003年度実績（AUTM調べ）

TLOによる技術移転活動の
日米比較

TLOによる技術移転活動の
日米比較

産学官連携の進展（産学官連携の進展（４４））



13

第５回産学官連携サミット

128

251

424

614

916

1,141

0

200

400

600

800

1,000

1,200

     2000年       
〔平成12年〕

     2001年       
〔平成13年〕

     2002年       
〔平成14年〕

     2003年       
〔平成15年〕

     2004年       
〔平成16年〕

     2005年       
〔平成17年〕

設
立
累
計

設立累計

大学発ベンチャー企業数の推移

筑波大学 調べ

（社）

産学官連携の進展（産学官連携の進展（５５））
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浜松オプトロニクス浜松オプトロニクス

クラスタークラスター [ IT [ IT ・ライフ・ライフ ]]

けいはんなけいはんな ヒューマン・ヒューマン・
エルキューブクラスターエルキューブクラスター

[ IT[ IT ・ライフ・ライフ ]]

高松希少糖バイオ高松希少糖バイオ

クラスタークラスター [ [ ライフライフ ]]

広島中央広島中央
バイオテクノロジーバイオテクノロジー

クラスタークラスター [ [ ライフライフ ]]

長野・上田スマートテバイス長野・上田スマートテバイス

クラスタークラスター [ [ ナノナノ ]]

札幌ＩＴカロッツェリア札幌ＩＴカロッツェリア

クラスタークラスター [ IT ][ IT ]

福岡システムＬＳＩ福岡システムＬＳＩ
設計開発設計開発

クラスタークラスター [ IT ][ IT ]

北九州北九州
ヒューマンテクノヒューマンテクノ
クラスタークラスター [ IT ][ IT ]

九州広域クラスター九州広域クラスター

仙台サイバーフォレスト仙台サイバーフォレスト

クラスタークラスター [ IT ][ IT ]

とやま医薬バイオとやま医薬バイオ

クラスタークラスター [ [ ライフライフ ]]

徳島健康・医療徳島健康・医療

クラスタークラスター [ [ ライフライフ ]]

名古屋ナノテクものづくり名古屋ナノテクものづくり

クラスタークラスター [ [ ナノナノ ]]

神戸トランスレーショナル神戸トランスレーショナル
リサーチクラスターリサーチクラスター

[[ ライフライフ ]]

大阪北部（彩都）大阪北部（彩都）
バイオメディカルバイオメディカル

クラスタークラスター [[ ライフライフ ]]

関西広域クラスター関西広域クラスター

ロボティック先端医療ロボティック先端医療

クラスタークラスター [ [ ライフライフ ]]

やまぐち・うべやまぐち・うべ
メディカルイノベーションメディカルイノベーション

クラスタークラスター [ [ ライフライフ ]]

石川ハイテク・センシング・石川ハイテク・センシング・
クラスタークラスター [ [ ライフライフ ]]

京都ナノテク京都ナノテク

クラスタークラスター [ [ ナノナノ ]]

産学官連携の進展（産学官連携の進展（６６））

知的クラスター創成事業（18地域）

ー 科学技術駆動型の地域経済活性化 ー
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①中国地域機械産業新生プロジェクト
②循環型産業形成プロジェクト

①情報・生命・未来型
ものづくり産業プロジェクト

②循環型社会対応産業振興プロジェクト

～広域関東圏産業クラスター推進ネットワーク～

①地域産業活性化プロジェクト
・首都圏西部（ＴＡＭＡ）地域
・中央自動車道沿線地域
・東葛・川口地域
・三遠南信地域
・首都圏北部地域

②バイオベンチャーの育成
③情報ベンチャーの育成

①東海ものづくり創生プロジェクト
②東海バイオものづくり創生プロジェクト
③北陸ものづくり創生プロジェクト

四国テクノブリッジ計画

産業クラスター計画（19ブロック）
北海道スーパー・クラスター振興戦略

①九州地域環境・リサイクル産業
交流プラザ（K-RIP）

②九州シリコン・クラスター計画

OKINAWA型産業振興プロジェクト

①近畿バイオ関連産業プロジェクト
②ものづくり元気企業支援プロジェクト
③情報系クラスター振興プロジェクト
④近畿エネルギー・環境高度化推進プロジェクト

産学官連携の進展（産学官連携の進展（７７））
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第５回産学官連携サミット

ⅠⅠ 科学技術創造立国に向けての改革科学技術創造立国に向けての改革
－－科学技術基本法と第１期・科学技術基本法と第１期・第第22期科学技術基本計画－期科学技術基本計画－

ⅡⅡ 産学官連携産学官連携の進展の進展

ⅢⅢ 第３期科学技術基本計画は何を目指す第３期科学技術基本計画は何を目指す
のかのか
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1. 社会・国民に支持され、成果を還元する科学技術

2. 投資の選択と集中の徹底

3. モノから人へ、機関における個人の重視
－科学技術人材の育成・強化－

4. 世界最高の科学技術水準を目指す構造改革
－絶えざるイノベーションの創出－

5. 総合科学技術会議の司令塔機能の強化

第３期基本計画のポイント第３期基本計画のポイント（基本政策専門調査会）（基本政策専門調査会）

～日本が生きる道は、科学技術創造立国による国際競争力強化～～日本が生きる道は、科学技術創造立国による国際競争力強化～
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第５回産学官連携サミット

科学技術投資は何を目指すのか
－ 政策目標(６の大目標､１２の中目標)の明確化

総合科学技術会議が政策目標に向けた施策展開と説
明責任の強化を主導

飛躍知の発見・発明飛躍知の発見・発明
～未来を切り拓く多様な知識の蓄積・創造

（１） 新しい原理・現象の発見・解明

（２） 非連続な技術革新の源泉となる知識の創造

＜大目標１＞

環境と経済の両立環境と経済の両立
～環境と経済を両立し持続可能な発展を実現

（４） 地球温暖化・エネルギー問題の克服

（５） 環境と調和する循環型社会の実現

＜大目標３＞

生涯はつらつ生活生涯はつらつ生活
～子供から高齢者まで健康な日本を実現

（９） 国民を悩ます病の克服

（１０） 誰もが元気に暮らせる社会の実現

＜大目標５＞

科学技術の限界突破科学技術の限界突破
～人類の夢への挑戦と実現

（３） 世界最高水準のプロジェクトによる科学技術の牽引

＜大目標２＞

イノベーター日本イノベーター日本
～革新を続ける強靱な経済・産業を実現

（６） 世界を魅了するユビキタスネット社会の実現

（７） ものづくりナンバーワン国家の実現

（８） 科学技術により世界を勝ち抜く産業競争力の強化

＜大目標４＞

安全が誇りとなる国安全が誇りとなる国
～世界一安全な国・日本を実現

（１１） 国土と社会の安全確保

（１２） 暮らしの安全確保

＜大目標６＞

＜理念１＞ 人類の英知を生む＜理念１＞ 人類の英知人類の英知を生む ＜理念２＞ 国力の源泉を創る＜理念２＞ 国力の源泉国力の源泉を創る ＜理念３＞ 健康と安全を守る＜理念３＞ 健康と安全健康と安全を守る

社会・国民に支持され、成果を還元する科学技術社会・国民に支持され、成果を還元する科学技術

Ⅰ 基本理念
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メリハリをつけて投資し、限られた財政資源を有効に活用

－ 多様な知と革新をもたらす基礎研究は、一定の資源を確保して

着実に推進

－ 重点推進４分野（ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ、情報通信、環境、ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・

材料）に対し、選択と集中の上、引き続き優先的に資源配分

－ 推進４分野（ｴﾈﾙｷﾞｰ、製造技術、社会基盤、ﾌﾛﾝﾃｨｱ）に対しても、

選択と集中を徹底

投資の選択と集中の徹底投資の選択と集中の徹底（１）（１）

Ⅱ 科学技術の戦略的重点
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とりわけ、５年間に予算を重点配分する対象（＝「戦略重点科学技
術」）を絞り込み、投資を集中

① 安全と安心への対応など、急速に高まった社会・国民のニーズ

に対応すべきもの

② 今後５年間の投資が国際競争上不可欠なもの

③ 国主導の長期・大規模のプロジェクトで集中投資が必要なもの

特に、上記③は、「国家基幹技術」として精選、厳正な評価等を実施

投資の選択と集中の徹底投資の選択と集中の徹底（２）（２）

Ⅱ 科学技術の戦略的重点



21

第５回産学官連携サミット

若手若手研究者の活躍の促進
－ 優れた若手に自立した研究機会を与える仕組み、

若手対象の競争的資金の拡充

女性女性研究者の活躍機会の拡大
－ 自然科学系全体で２５％の採用目標２５％の採用目標を設定を設定

優れたシニアシニア研究者の活用

競争的環境の強化競争的環境の強化
－ 競争的資金の拡充、研究者間の競争・組織間の

競争を促進

モノから人へ、機関における個人の重視モノから人へ、機関における個人の重視

Ⅲ 科学技術システムの改革 ～人材の育成、確保、活躍の促進
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大学の更なる改革と競争力の強化

－ 重点投資の推進により世界トップクラスの拠点・３０程度の形成

を目指す

大学を中心とする地域活性化

－ 「地域の知の拠点再生プログラム」（地域再生本部と連携）

公的研究機関の改革徹底による機能強化

府省横断的データベースの構築を含む改革により、
研究費の不合理な重複や過度の集中を排除

産学官連携の深化

－ 産業界の参画による先端的な融合領域研究拠点の形成

世界最高世界最高の科学技術の科学技術水準を目指す水準を目指す構造改革構造改革
Ⅲ 科学技術システムの改革 ～科学の発展と絶えざるイノベーション力の強化
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府省を超えた主導性を発揮
（戦略性・総合性の発揮と説明責任の強化）

府省や研究機関を連携させ、総合力を活かす
「活きた戦略」の推進

円滑な科学技術活動と成果還元のため、各種
制度改革等の構造改革の推進

総合科学技術会議の司令塔機能の強化総合科学技術会議の司令塔機能の強化

Ⅲ 総合科学技術会議の役割
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基本政策専門調査会で基本政策専門調査会で、関係府省の意見も聴取、関係府省の意見も聴取
しつつ、検討を深化しつつ、検討を深化

第３期計画の政府研究開発投資目標の検討第３期計画の政府研究開発投資目標の検討
第１期第１期 目標額目標額 １７兆円１７兆円
第２期第２期 同同 ２４兆円２４兆円

年末を年末を目途目途にに、広く国民からの意見を吸収、広く国民からの意見を吸収
しつつ、答申しつつ、答申をとりまとめをとりまとめ

８分野の分野別推進戦略の検討に着手、８分野の分野別推進戦略の検討に着手、
来年３月までにとりまとめ来年３月までにとりまとめ

～～ 今後の検討今後の検討 ～～
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ごご清聴清聴ありがとうございました。ありがとうございました。


